
平成24年度大学の世界展開力強化事業「ツインクルプログラム」

18大学と連携高校による国際研究発表会の実施

ツインクルコンソーシアムで毎年度開催している国際研究発表会をセミオンデマンド方式で実施した。

アジア・アセアンの18大学とその関係の学校より高校生79名、大学生・院生60人、教員10名（総数149

人）が発表者として登壇した。200人を超える参加者を迎え、ASEANと台湾の連携大学と千葉大学の教員

による司会で進行し、科学、教育に関する発表と討議が活発に行われた。

https://confit.atlas.jp/guide
/event/aaec2021/category

セミオンデマンド方式とは、あらかじめ準備したビデオ発表を上映し、質疑応答をライブで行う方式であ

る。このメリットは、管理者にとっては時間のコントロールが容易であること、発表者にとっては発表の

準備を整えてビデオを作成できるので、心理的に楽であること、また聴衆にとっても参加型で直接演者に

質疑応答が行える点が優れている。

発表のタイムテーブル例
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